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課題研究の合同発表会「サイエンスフェア in 兵庫」の
取組について
宮 垣 覚
 はじめに
PISA2006年調査国際結果1)では、日本は、「対話を重
視した理科の授業」や「モデルの使用や応用を重視した
理科の授業」などの教授学習活動はあまり活発に行われ
ていない。さらに、科学に関連した職業に就くための準
備としての学校の有用性について、「私の学校の理科の
授業では、多くの異なる職業に就くための基礎的な技能
や知識を生徒に教えている」などの質問項目に対し、肯
定的な回答をした生徒の割合は少ないと示された。ま
た、PISA20152)の調査結果では、科学的リテラシーの
平均得点は国際的に見ると高く、引き続き上位グループ
に位置しているなどの成果が見られた。TIMSSの調査
でも、2015年には1995年以降、最も良好な結果になると
ともに、理科を学ぶことに対する関心・意欲や意義・有
用性に対する認識について改善が見られたものの、依然
として国際平均より肯定的な回答の割合が低い状況にあ
る3)と公表された。
そこで、第期科学技術基本計画では、我が国が、イ
ノベーション力を持続的に向上していくためには、初等
中等教育及び大学教育を通じて次代の科学技術イノベー
ションを担う人材の育成を図り、その能力・才能の伸長
を促すとともに、理数好きの児童生徒の拡大を図ること
が重要であるとされている。そして、このため創造性を
育む教育や理数学習の機会の提供等を通じて優れた素質
を持つ児童生徒及び学生の才能を伸ばす取組を推進す
る4)としている。
さらに、次期学習指導要領において、将来の予測が困
難な社会の中でも、未来を切り拓いていくためには、思
考力・判断力・表現力等を身につける必要があり、また
物事の中から問題を見いだし、その問題を定義し解決の
方向性を決定し、解決方法を探して計画を立て、結果を
予測しながら実行し、振り返って次の問題発見・解決に
つなげていく過程である「探究活動」の重要性について
も議論されている。5)
このような中、兵庫県教育委員会では、2006年度から
理数教育推進事業を実施し、児童生徒の理科、算数・数
学に関する興味・関心を喚起し、小・中・高等学校を通
じた総合的な理科及び算数・数学教育の充実を図ってい
る。特に高等学校においては、団体戦で競うコンテスト
「数学・理科甲子園」6)と課題研究の合同発表会「サイエ
ンスフェア in兵庫」を事業の両輪として取り組んでい
る。本稿では、「サイエンスフェア in兵庫」の年間の
取組状況と成果について報告する。
 事業の内容
（）第期組織
文部科学省は、2016年度に全国でスーパーサイエンス
ハイスクール（以下 SSH）を200校（内兵庫県では公私
立高校合わせて校）指定している。その趣旨は、高等
学校等における先進的な科学技術理数系教育を通して、
生徒の科学的能力及び技能並びに科学的思考力、判断力
及び表現力を培い、将来国際的に活躍し得る科学技術人
材等の育成を図るため、理数系教育に関する教育課程等
に関する研究開発を行うことである。兵庫県では、兵庫
県立神戸高等学校が中核的拠点校として、SSH事業の
成果等を地域に普及し、地域の理数教育の充実を図るた
め、2008年度に、県下の高等学校10校と課題研究の合同
発表会「第回サイエンスフェア in兵庫」を開催した。
翌年、高等学校だけでなく、大学や企業、研究機関等の
出展も得て、「第
回サイエンスフェア in兵庫」を神戸
国際展示場
号館で開催した。（第回以降、同会場）
（）第期組織
2010年度に、県立神戸高等学校は SSH事業の中で追
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「第回サイエンスフェア in兵庫」（於：県立神戸高等
学校）
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加されたコア SSH（地域の中核的拠点形成）（年間）
に採択された。そこで、県内の SSH校と県教育委員会
とで兵庫「咲いテク」事業推進委員会を組織し、その事
業の一つとして「第回サイエンスフェア in兵庫」以
降は、兵庫「咲いテク」事業推進委員会が主催すること
となった。（事務局を県立神戸高等学校におく。）
兵庫「咲いテク」事業は、県内の SSH校の連携を図
ると共に、主に県内の高校生の探究活動の発展・充実及
び企業や大学、研究機関等との交流を通して相互理解を
深めることを目的としているため、後援には、神戸商工
会議所、公益社団法人兵庫工業会、公益社団法人ひょう
ご科学技術協会、大学コンソーシアムひょうご神戸、兵
庫県、神戸市、国立研究開発法人科学技術振興機構に依
頼している。
高校生によるポスターセッション発表
（）目的
〈サイエンスフェア in兵庫の目的〉
⒜高校生・高専生の科学技術分野における研究や実践
の拡大、充実、活性化を図る。
⒝科学技術分野の研究・開発に取り組む団体間の交流
を促進し、ネットワークの形成を図る。
⒞将来の日本を担う若者の科学技術分野への期待と憧
れの増大を図る。
高校生の科学技術分野における課題研究発表の場であ
るが、高校生だけでなく、企業や大学、研究機関等との
交流の場として貴重な取組でもある。県内だけでなく、
大阪府、広島県等からの参加・発表もあり、それをきっ
かけに、その後このような取組は全国に広まっていっ
た。
（）当日のプログラム
10：00〜10：20 開会行事
10：20〜11：00 スペシャルメッセージ
11：00〜12：00 高校生・高専生によるポスターセッ
ション発表と口頭発表（各班15分）
12：00〜12：50 昼食
12：50〜13：50 高校生・高専生によるポスターセッ
ション発表と口頭発表（各班15分）
13：50〜15：20 企業・大学・研究機関・高専による
ポスターセッション発表とブース展
示
15：30〜16：00 閉会行事
（	）スペシャルメッセージ
会社取締役、研究者、SSH校卒業の大学院生等から、
科学技術分野に関する話題や経験談等を高校生に対して
メッセージとして伝える。
（
）高校生・高専生によるポスターセッション発表
ポスターを貼ったパネルの前で回程度発表する。
（発表10分・質疑応答分・移動
分）発表を聴いた人
は、アドバイスシートへ感想・質問等を記入して提出す
る。高校生同士だけでなく、高校教員、大学教授、大学
院生、企業の研究者等との質疑応答も行われる。
（）企業・大学・研究機関・高専によるポスターセッ
ション発表とブース展示
ポスターを貼ったパネル及び展示物の前で、出展者が
見学者に説明する。高校生と企業や大学等の研究者等と
の交流の場となる。
（）参加状況
表より、年々高校生のポスターセッション発表数と
参加校が増えていることがわかる。専門高校や定時制高
校の参加もあり、第	、回は60校を超えている。この
ことは、県内の全高校のうち割弱の高校が参加してい
ることを表し、SSH 校以外の参加校の増加が伺える。
このように、SSH校と共同研究に取り組むことによっ
て課題研究の方法を学んだり、「サイエンスフェア in兵
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庫」に参加することで、ポスターのまとめ方や発表のレ
ベルを知ることができる。このことにより、生徒並びに
教員の資質向上に繋がり、県内で探究活動に取り組む学
校が増加したと考えられる。これは、とても大きな成果
である。
 アンケート調査の結果
当日、参加者全員に質問用紙とマークカードを配布
し、閉会後にマークカードを回収する。無記名方式の選
択回答（単一回答及び複数回答）で、マークカードの裏
面に自由記述欄を設けている。
アンケート結果より、「サイエンスフェア in兵庫」の
目的（
(3)⒜〜⒞）がどれだけ達成できたかを以下に
まとめる。
（）目的⒜：科学技術分野における研究や実践の拡大、
充実、活性化について
表
より、①現在の研究活動に対する理解や認識が深
まった。②現在の研究活動をさらに発展、深化させたい
という思いが強まった。にそれぞれ約割の回答があ
り、ほぼ目的が達成できている。しかし、③将来、新た
な研究活動をやりたいという思いが強まった。は、第
	、回では低い回答率であった。
（）目的⒝：科学技術分野の研究・開発に取り組む企
業・大学・研究機関間の交流について
表①〜④の合計より、参加者の約割が発表者と話
をしていることがわかる。高校生・各団体のポスター
セッション発表で、生徒同士、生徒と参加者、企業・大
学・研究機関間の活発な交流が行われたことが伺われ
る。特に、第	、回は、表⑤なしがほとんど:％で
あることから、会の趣旨が十分に理解された結果と考え
られる。
（）目的⒞：高校生の科学技術分野に対する意識の変
化について
表より、「科学技術分野に対する期待や憧れ」は、
年々増加し、高校生の約割が強まった。と回答した。
その他の参加者も、高校生の科学技術分野への理解等が
深まったと感じていると約割が回答している。
（） アンケートの自由記述等
⒜高校生
・他校のレベルの高い発表を聴き、どんなポスターが見
やすいか、発表の方法、研究の進め方が参考になった。
・質疑応答で、今で気づかなかった部分を発見できたり、
考えもつかない実験方法を助言していただいた。
・企業にも研究者がいることを知った。
・企業の方々と話ができて良かった。
・企業のブースを見て、日本の技術は凄いと実感した。
・大学生になっても企業に勤めても、また参加できる機
会が持てたらいいと思う。
⒝教員
・ポスターの完成度、高校生の意識の高さに驚いた。
・非常にわかりやすい説明と的確な質疑応答は、本校の
生徒にもとても良い刺激になっていた。
・SSH校でない学校も頑張っていた。我々教員がもっ
と向上させていかねばと感じた。
⒞企業・大学・研究機関
・高校生の発表内容が、思っていたより上手だった。
・高校生の積極性とプレゼンテーション能力の高さや高
校生が鋭い質問をしていたことが、印象に残った。
・高校生が視野を広げるためには非常に良い機会となっ
ているので、今後も続けていく方がよい。
 成果と課題
「サイエンスフェア in兵庫」を実施することで、「地
域の高校生の科学技術分野における課題研究の活性化」
をキーワードにして、高校と大学、企業、研究機関等の
関係者が参加する場を作り出すことができた。現在で
は、参加者が1500名を超え、それぞれが発表を通して、
非常に活発な交流が行われている。また、大学以降も参
加したいという高校生の意見より、自分の将来をイメー
ジした上で、他者との繋がりの中に自分を位置づけて将
来をとらえられており、ネットワーク形成の素地の醸成
に効果があったと考えられる。
現在の高校生にとって、先行きが不透明な大変革時代
における国際的な科学技術人材等を育成する取り組みは
不可欠である。自分で課題を見つけ、仮説を立て、実験
で検証する等の科学的手法で解決していくという探究活
動は彼らにとってとても有意義な学習であると考える。
しかし、教科や総合的な学習の時間等で実施する場合、
どうしても校内での発表でとどまることが多い。そこ
で、県大会で発表し、さらに、大学・企業等の専門家か
ら助言を受けることで、内容をより深めることができ、
高校生の視野を広げ、モチベーションをあげる効果があ
る。
次期学習指導要領では、探究的な学習は教育課程全体
を通じて充実を図るべきものであるが、観察・実験等を
重視して学習を行う教科である理科がその中核となるこ
と5)が求められている。特に理科の教員を中心に、探究
的な学習の指導力向上を図る必要があるが、その一助を
この取り組みが担ってきているといえる。
「サイエンスフェア in兵庫」も回を数え、人前でも
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堂々と発表する姿が見られ、質疑応答にも対応できるな
ど初期の目的の一つである、プレゼンテーション能力の
向上は概ね達成されている。しかし、データの整理の仕
方や科学的思考に疑問が残る発表もあり、そのことにつ
いての吟味が十分なされないままポスターを作っている
例が散見される。今後の課題としては、必要なデータ
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表 「サイエンスフェア in兵庫」の参加者内訳7)
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50
37
103
1389
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第回
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思いが強まった(％)
第回
②現在の研究活動をさらに発展、深化させ
たいという思いが強まった(％)
31.0
第回
④特に変化はなかった(％)
表 高校生の科学技術に対する意識の変化について（生徒へのアンケート）7)
問 あなた自身の研究活動に対する理解や思いについて、当てはまるものを以下より選んで下さい。
19.74.7
8.0
40.0
27.3
30.032.4
11.1
①現在の研究活動に対する理解や認識が深
まった(％)
36.5
29.3
第回
10.6
29.8
11.3
27.6
第回
30.6
12.9
26.4
28.3
第回
11.0
29.7
34.4
14.3
42.0
11.53.6
第回
③〜人(％)
第回
②〜人(％)
41.8
第回
④10人以上(％)
⑤人(なし)(％)
表 高校生の科学技術に対する意識の変化について（参加者へのアンケート）7)
問 合計で何人の発表者（ブースでの説明者）と話す機会がありましたか？
0.7
12.218.4
3.2
5.3
41.7
0.310.5
12.511.5
6.9
①〜人(％)
6.3
39.9
25.6
第回
9.2
30.3
4.8
44.7
第回
35.7
10.3
35.9
30.8
第回
15.6
39.1
24.0
31.8
35.6
14.411.7
第回
③少し強まった(％)
第回
②強まった(％)
23.6
第回
④特に変化なし(％)
表 高校生の科学技術に対する意識の変化について（生徒へのアンケート）7)
問 あなたの「科学技術分野に対する期待や憧れ」はどのように変化しましたか？
11.3
29.528.331.5
20.4
9.510.6
34.028.2
①大いに強まった(％)
13.8
38.2
20.5
第回
37.3
20.6
第回
36.1 37.6
19.8
第回
31.7
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数、正確な実験計画と方法、十分な文献調査を経て、ど
こからが自分たちの探究活動かを明確にする等が不十分
なまま発表している生徒へのアドバイスとその改善があ
げられる。また、多くの研究が、発表後に再検討された
り、修正されたりする時間がないために、そのままに
なってしまうことも課題の一つである。
	 おわりに
「サイエンスフェア in兵庫」は、、
年かけて取り
組む課題研究の発表の場であり、「生徒の研究活動の充
実」、「交流促進」、「科学技術分野への期待と憧れの向上」
というつの効果を実現できるものである。回数を重ね
るごとに、その成果があがっていることを実感する。今
後は、さらなる参加校の増加に努めるとともに生徒の探
究活動と発表の質の向上を図るとともに、教員等の参加
も促しながら、教員間の情報交換を含めた交流を深め、
教員の探究活動の指導力向上にも取り組んでいきたい。
また、数学、理科、科学技術等の知識、技能を用いて、
日常生活と関連づけながら科学的思考にもとづき問題に
取り組む「数学・理科甲子園」は全国大会に続くことで
更なる意欲向上に繋がり今年度は県内の74校が参加して
いる。
これら
つの活動は、県内の高校生にとって大きな目
標となり、活動の場になってきている。今後も、これら
の事業を充実させながら、県内の理数教育のさらなる推
進に向けて取り組んでいきたい。
最後に、「サイエンスフェア in兵庫」の事務局として、
参加企業等の開拓から当日の運営まで中心となって取り
組まれ、資料提供もいただいた県立神戸高等学校の関係
者に謝意を表する。
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